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平成２７年１１月４日 

 

 

ふくしまの米をみんなに届けたい！ 

「ふくしま・かわまた米コンテスト」の開催について 
 

 

 

福島市・川俣町地域で、安全・安心でおいしい米作りに取り組んでいる生産者の生

産意欲の向上と地元消費者への PR を目的として「ふくしま・かわまた米コンテスト」を

行います。 

このコンテストに福島大学経済経営学類小山良太ゼミナールの学生が実行委員会

としてかかわり開催します。 

 

 

主催「ふくしま・かわまた米コンテスト」実行委員会 

後援 福島県農業総合センター、福島大学 ふくしま未来食・農教育プログラム 

 

１．日 時 平成 27 年 11 月 28 日（土） 午前 11 時～ 

２．場 所 こむこむ 企画展示室（福島市早稲町 1番 1号） 

３．参加資格 福島市・川俣町に在住する農業者（１戸あたり１点まで） 

４．審査基準 イネ育種マニュアル (農業研究センター研究資料 (第 30 号))「食味官

能検査」等を基に作成する。 

第１次審査：食味計・穀粒判別器により上位 30 名を選出し、さらに味度計 

により選出された上位 10 名が第２次審査へ 

第２次審査：審査員による食味官能検査により順位を決定する。 

６．審査員 実行委員代表、消費者、飲食店料理長、量販店等の 20 名で行いま

す。 

７．表彰 金賞１点、銀賞２点、銅賞３点、入賞４点 

８．金賞米予想投票 来場された一般参加者が試食を行い金賞の予想をしてもらいま

す。的中者から抽選でプレゼントを贈呈します。 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 
経済経営学類 棚橋 
電 話：024-504-2880 
メール：r695@ipc.fukushima-u.ac.jp 



「ふくしま・かわまた米コンテスト」実施要綱 

 

目的 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故による放射性物質の

飛散により農産物への風評被害を受けています。米の全量全袋検査等、風評の払拭に向け

た取り組みから一定の成果は見られるものの、依然として完全な払拭には至らず、米価が

下落する等依然として厳しい販売環境にあります。 
安全・安心でおいしい米作りに取り組んでいる生産者の生産意欲の向上と地元消費者への

PR を目的として「ふくしま・かわまた米コンテスト」を行うこととします。 
 

主催「ふくしま・かわまた米コンテスト」実行委員会 

  メンバー 別紙の通り 

後援 福島県農業総合センター、福島大学 ふくしま未来食・農教育プログラム 

    

開催要領 

１．日 時  平成 27年 11月 28日（土） 午前 11時～ 

２．場 所  こむこむ 企画展示室（福島市早稲町 1番 1号） 

３．参加資格 福島市・川俣町に在住する農業者（１戸あたり１点まで） 

４．参加料  2,000 円 

５．応募要件 福島市・川俣町で生産された平成 27年産米（コシヒカリ・ひとめぼれ・天

のつぶ） 

６．審査基準 イネ育種マニュアル (農業研究センター研究資料 (第 30号))「食味官能検

査」等を基に作成する。 

       第１次審査 食味計・穀粒判別器により上位 30名を選出し、さらに味度計

により選出された上位 10名が第２次審査へ 

       第２次審査 審査員による食味官能検査により順位を決定する。 

７．審査員  実行委員代表、消費者、飲食店料理長、量販店、地元学生等の 20 名で行う。 
８．表彰   金賞１点、銀賞２点、銅賞３点、入賞４点 

９．金賞米予想投票 来場された一般参加者が試食を行い金賞の予想をしてもらう。的中者

から抽選でプレゼントを贈呈する。 

 



「ふくしま・かわまた米コンテスト」実行委員会メンバー 

 

 氏名 役職等 

委員長 小林 香 福島市長 

副委員長 古川 道郎 川俣町長 

副委員長 菅野 孝志 JA新ふくしま代表理事組合長 

 小山 良太 福島大学 教授 

 菊池 稔 福島市農政部長 

 齋藤 隆 JA新ふくしま常務理事 

 日西 惇友 福島大学おかわり農園コンテスト担当代表 
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